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地域再生計画（地方創生汚水処理施設整備推進交付金）事後評価調書

佐賀県 みやき町

平成28年度～令和4年度 佐賀県　みやき町　事業部長

「住んでよかったみやき町」プロジェクト～ふるさと水環境・住環境再生計画

事後評価

指標１
汚水処理施設の整備の促進（汚水
処理人口普及率の向上）

68.6% H27 78.6%

最終目標値の実現状況に関する評価
基準年度 年度 中間実績 基準年度 最終実績

達成状況
基準値 中間目標値 最終目標値

H30 76.9% 80.7% R4 81.5% 〇
これまでは幹線を整備していたこともあり、整備は進んでいるものの普及率の向上に繋がらなかった
が、令和4年度では枝線部分（人口密集地）が多く、最終目標の達成に繋がった。

指標２ 庁内定住人口の減少幅の抑制
25,530

人
H27 25,397人 H30 25,596人 25,221人 町全体で定住促進に取り組んでいることにより、目標人口より480人の増となり最終目標を達成した。

②地域再生計画に記載した
数値目標以外の波及効果の
実現状況

指標１

指標２

③事業の進捗状況 事業名

整備量（その他の事業では取組内容）

事業の進捗状況に関する評価
計画

中間年度
（H30）

最終実績

特別措置を適用して行う
事業

公共下水道事業（整備延長） 17.54km 6.48km 17.39km

浄化槽設置事業（設置基数） 772基 226基 652基

当初計画に対し概ね達成した整備率となってる。引き続き新規計画に則した整備をめざしていく。

特定環境保全公共下水道事業（整備
延長）

13.70㎞ 3.11km 11.11km
当初計画に対し、整備延長から見る進捗率は81.1％と遅れが伺えるが、これは土質状況等により推進工事が思うように進まず、全体の整備状況に影響したためで、引き続き新規計画に則し
た整備をめざしていく。

当初計画に対し、設置基数から見る進捗率は84.5％と遅れが伺えるが、PFI事業による広報活動や営業力不足により住民への十分な理解が得られていないこと等により、設置基
数が目標に及ばなかった。引き続きPFI事業により、新規計画に即した整備を目指していく。

その他の事業

なし

本地域再生計画では、公共下水道事業及び浄化槽の一体的な整備を行うことにより、生活排水の適正な処理の推進を図り、インフラ整備の充実化により住民の快適な生活の実現とUターンやIターン定住の促進を目的としている。指標3の宅地開発の促進に
ついて、最終年度では僅かに目標達成していないが、計画全体を通してみると概ね達成できたと考える。町全体で定住促進に取り組んでおり、人口減の抑制や開発件数は目標達成できるものと考えているので、引き続き新規地域再生計画の事業展開を図っ
ていく。

計画外で独自に実施した
事業

定住促進対策浄化槽設置補助金
定住促進施策の一環として補助金を支
給

個人設置型浄化槽の設置者に対し、一律20万円を補助しており、定住促進及び水洗化の底上げに寄与している。

空き家バンク登録制度
本町における住宅の取得を支援するた
めの空き家バンク登録制度

町内に存在する空き家の有効活用を通して、コミュニティ機能の維持及び定住促進による地域の活性化を図るため、空き家情報をホームページ等に掲載し、空き家所有者と利用希望者の橋
渡しをしている。

R4 25,701人 〇

⑦今後の方針等
●R5～R9までの新規地域再生計画を作成予定
●公共下水道及び浄化槽の整備事業量、事業費の見直し

④評価方法 みやき町下水道課において最終実績を把握するとともに、達成状況を分析し評価した。

⑤事後評価の公表方法 みやき町ホームページに掲載予定

⑥計画全体の総合評価

指標３

①地域再生計画に記載した
数値目標の実現状況

宅地開発の促進 30件/年 H27 45件/年

指標

中間目標までは住宅の開発が多かったが、令和4年度では開発件数が減少し最終目標の達成が出来なかっ
た。

定住促進奨励金制度
本町への転入を促進するため、町内に
おいて新規に住宅取得する人への優遇
措置

転入又は転居に伴い住宅を新築、または中古住宅を購入された人のうち、3年以上住むことを前提に奨励金を支給している。子育て世帯や地区によっては加算金を設けている。

H30 108件/年 55件/年 R4 39件/年 ×


